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政
府
の
保
有
デ
ー
タ
を
公

開
す
る
サ
イ
ト
が

一
部
、
開

店
体
業
の
状
態
に
な

っ
て
い

る
。
誰
も
が
簡
単
に
使
え
る

「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

（
３
面

き

ょ
う
の
こ
と
ば
）
」
の
は

ず
な
の
に
、
２
割
以
上
の
デ

ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

部
分
が
あ
る
。
欧
米
で
は
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
成
果
が
目

立
ち
始
め
た
。
出
遅
れ
る
日

本
に
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
土

台
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
意

識
改
革
が
欠
か
せ
な
い
。

「
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
ペ

ー
ジ
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」
。

政
府
の
サ
イ
ト
で
作
業
を
進

め
る
と
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
現
れ
た
。

サ
イ
ト
は
政
府
が
省
庁
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
ま
と
め

る

「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
．
Ｇ
Ｏ
。
Ｊ

Ｐ
」
。
財
政
や
国
土
、
教
育
、

⑬

ｅ

家
計
な
ど
約
２
万
８
千
件
の

デ
ー
タ
に
１
カ
所
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
る
の
が
売
り
だ
。

と
こ
ろ
が
日
本
経
済
新
聞

社
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
２
月

末
時
点
で
全
体
の
２
割
強
の

約
５
６
０
０
件
に
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
デ
ー
タ
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
厚
生

労
働
省
で
約
４５
％
、
公
正
取

引
委
員
会
は
約
３８
％
、
経
済

産
業
省
は
約
３３
％

に
の
ぼ

る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
題

が
起
こ
る
の
か
。

第

一
は
デ
ー
タ
管
理
の
間

題
だ
。
１
９
９
０
年
代
か
ら

取
り
組
み
始
め
た
欧
米
な
ど

に
対
し
、
日
本
が
本
腰
を
入

れ
始
め
た
の
は
２
０
１
２
年

ご
ろ
。

「
デ
ー
タ
量
を
増
や

す
こ
と
を
急
ぐ
の
は
よ
か

っ

た
が
、
質
よ
り
量
を
優
先
し

た
た
め
管
理
が
お
ろ
そ
か
に

な

っ
た
」

（武
蔵
大
の
圧
司

昌
彦
教
授
）

省
庁
が
デ
ー
タ
の
削
除
や

リ
ン
ク
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
変
更
を

し
た
場
合
、
シ
ス
テ
ム
に
反

映
せ
ず
放
置
す
る
と
ア
ク
セ

ス
不
能
が
生
じ
る
。
民
間
エ

ン
ジ
エ
ア
は

「
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
を
使

っ
て
ア
プ
リ
を
作

る
と
手
動
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
必
要
。
実
用
的
で
な
い
」

と
話
す
。

管
理
面
だ
け
で
な
く
、
デ

ド
タ
に
向
き
合
う
行
政
の
姿

勢
を
間
う
、声

も
あ
る
。
三
菱

総
合
研
究
所
の
村
上
文
洋
主

席
研
究
員
は

「
デ
ー
タ
の
不

備
や
間
違
い
が
あ

っ
た
場
合

に
批
判
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て

萎
縮
し
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
。
従
来
な
ら
知
ら
れ
る
こ

と
が
な
か

っ
た
デ
ー
タ
の
分

析
を
通
し
て
不
正
や
課
題
を

追
及
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し

「
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
も
メ

リ

ッ
ト
は
な
い
」
と
後
ろ
向

き
に
構
え
る
職
員
も
い
る
。

デ
■
夕
公
開
の
仕
方
に
そ

ん
な
意
識

の

一
端
が
表
れ

る
。
海
外
は
デ
ー
タ
を
プ

ロ

グ
ラ
ム
が
自
動
処
理
し
や
す

い
形
式
に
整
え
て
公
開
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
日
本
で
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
自
動
処
理
に
適

さ
な
い
デ
ー
タ
が
９
割
を
超

え
る
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
詳
し

い

一
般
社
団
法
人
コ
ー
ド

・

フ
ォ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
の
関
治

之
代
表
理
事
は

「
国
内
で
は

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
担
当
す

る
職
員
よ
り
、
デ
ー
タ
を
持

つ
現
場

の
方

が
立
場
が
強

い
。
組
織
に
デ
ー
タ
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
意
識
が
根
付

い
て
い
な
い
」
と
話
す
。
内

閣
官
房
に
よ
る
と
地
方
自
治

体
の
約
４
割
は
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
を
扱
う
職
員
す
ら
い
な

い
。
首
都
圏
の
市
幹
部
は
「
デ

ー
タ
の
必
要
性
を
理
解
し
て

も

ら
え
ず
予
算

が

つ
か
な

い
」
と
こ
ぼ
す
。

海
外
で
は
成
功
例
が
増
え

る
。
米
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

シ
ン
デ
ス
テ
は
米
海
洋
大
気

局
の
気
象
情
報
な
ど
２０
以
上

各省庁にアクセスできないデータがある

ア
ク
セ
ス
不
備
２
割
外
の
目
恐
れ
未
対
応

訓
¨

45.5%
1962

件

37口9%
106 1
件

ｎ
鰺

ユ
ア
わ

33日5% 13口9% 12日9%
1741

件

11.5%

(注 )「DATA GO」 P」 のデータを日経が分析。件数はデータの集まりを示すデータセットの数

自治体がオァプンデータにあてる人員は少ない
自治体数 兼任 1人 兼任2人以上

(出 所)内 閣官房の地方公共団体向けアンケート

日本はオープンデータの量、質ともに劣る

457
件

209
件

201
件

人
人
僣

軸韓班
２任専

%
60

４０
聯
３０

０

　

０

４

　

２

　

０

●20  
鰺             鸞

10    
‐/~プセツト意窪J'

0
●

ロ
▼
 米国 韓国 台湾 ドイツ

(注 )各 国のポータルサイトから集計

フラ カナダ 日本
ンス

英国 イタ
リア
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①

０

/
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
洪
水
リ

ス
ク
を
推
定
す
る
事
業
を
伸

一
一
け
「
か
¨

「
ド ４
¨
ゆ
『
碑

一

ッ
ト
！
」
は
米
農
務
省
の
食

品
カ

ロ
リ
ー
の
デ
ー
タ
を
使

い
肥
満
防
止
を
促
す
。

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ

市
は
車
両
の
通
行
制
限
エ
リ

ア
を
設
け
る
際
に
反
対
が
相

次
ぐ
と
、
交
通
量
や
環
境
の

デ
ー
タ
を
公
開
。
検
証
し
や

す
く
し
合
意
を

取
り
付

け

た
。
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
は

オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
が
生
む
経

済
価
値
が
２５
年
に
最
大
３
３

４
２
億
叶

（
４４
兆
円
）
に
達

す
る
と
予
測
す
る
。

国
内
で
も、
自
治
体
で
は
デ

ー
タ
活
用
に
本
腰
を
入
れ
る

例
が
出
て
き
た
。
京
都
府
は

九
州
先
端
科
学
技
術
研
究
所

と
組
ん
で
新
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
ア
ク
セ
ス
不
能
に
陥
る

事
態
を
防
ぎ
、
官
民
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
デ

ー
タ
を
使

っ
た
共
同
研
究
に

乗
り
出
し
た
。
デ
ー
タ
の
力

を
引
き
出
す
に
は
行
政
に
潜

む
閉
鎖
性
を
乗
り
越
え
る
意

気
込
み
も
求
め
ら
れ
る
。

（並
木
亮
、
デ
ジ
タ
ル
政
策

エ
デ

ィ
タ
ー
　
八
十
島
綾

平
）

▽
…
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
公
開

・

デ
ー
タ
の
こ
と
。
総
務
省
は
複
製
や
加

工
に
よ
る
二
次
利
用
が
可
能
で
、
無
償

公
開
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
た

一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
も
の
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
と
す
る
。　
一
般
の
人
々
が
自
由
に
デ

ー
タ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
課

題
解
決
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な

ど
に
役
立
て
る
狙
い
が
あ
る
。
米
国
や

欧
州
を
中
心
に
２
０
０
０
年
代
か
ら
政

府
や
企
業
の
持

つ
情
報
の
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
化
が
進
ん
だ
。

▽
…
日
本
で
は
２
０
１
２
年
に

「
電
子

行
政
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
」
を
掲
げ

て
か
ら
取
り
組
み
が
本
格
化
し
た
。
政

府
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
サ
イ
ト
は
人
口

や
気
象
な
ど
各
省
庁
の
デ
ー
タ
を
横
断

的
に
ま
と
め
て
い
る
。
２
０
１
８
年
ま

で
に
す
べ
て
の
都
道
府
県
が
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
公
開
を
始
め
、
市
区
町
村
で

も
１
０
０
０
を
超
え
る
自
治
体
が
デ
ー

タ
を
公
開
し
て
い
る
。
た
だ
公
開
す
る

デ
ー
タ
の
量
が
少
な
か

っ
た
り
、
公
開

し
て
い
て
も
更
新
が
遅
い
と
い
っ
た
ケ

ー
ス
も
目
立
つ
。

▽
…
公
開
す
る
デ
ー
タ
の
形
式
に
も
課

題
が
あ
る
。
利
用
し
や
す
さ
を
重
視
す

る
欧
米
な
ど
で
は
Ｘ
Ｍ
Ｌ
や
Ｃ
Ｓ
Ｖ
、

オープンデータ

オープンデータに取り組む

50F治
体の数は増えてきた

２

　

Ｊ
Ｓ
。
Ｎ
と
い

っ
た

２

　

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に

０ ２

　

よ
る
機
械
判
読
が
可

９２
査

能
で
大
量
の
デ
■
夕

‐６‐７‐８‐
り

一
赫
榊
¨
一
¨
『
一

一‐４‐５
ｍ

嚇
嘲
”
い
耐
議
配
［

昨
　
形
式
が
多
い
た
め
民

２０‐

　

間
か
ら
改
善
を
求
め

０

００

００

００

００

００

００

０
２

　

昆
え
を
■
書
る
司
、

‐２

‐０

８

６

４

２

　

　

ヽ
る
声
が
出
て
い
る
。

き
ょ
いつ
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町
３
劃
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